
1. 教員の負担感
英語教育を担当している教員は、英語教育に負担感を「感じている」とする回答が54.8％。
「感じていない」という回答は42.2%で、若干「感じている」という回答が多い。

英語教育に対して、担当している教員が負担を感じていると思うかどうかを教務主任にたずね

た。英語教育を担当している教員が負担を「感じている（とても＋まあ、以下同様）」と思っている教

務主任は54.8％、「感じていない（あまり＋まったく）」という回答が42.2%で、「感じている」とする回

答がやや多かった（図1-6-1）。
次に、高学年の年間時数別にみると、「0～5時間未満」では「感じている」が46.0％だが、「35時間

以上」では61.1％と、時数が多い方が負担感を「感じている」との回答は若干多くなる（図1-6-2）。時
数が多くなると、英語教育がうまくいっているという評価は多くなるが（図1-4-6）、同時に負担感も

やや高まると捉えられているようだ。

貴校で英語教育を担当している教員は、英語教育に負担を感じていると思いますか。

図1-6-1 教員の負担感
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図1-6-2 教員の負担感（高学年の年間時数別）
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次に、中心となる指導者別に、英語教育を行っている教員が負担感を感じていると思うかどうか

をみたところ、「学級担任」が中心の場合には、負担感を「感じている」との回答は65.4％だが、「外

国語指導助手（ALT、AETなど）」が中心の場合には51.3％と、学級担任中心の場合の方が負担感

を「感じている」との回答は多い（図1-6-3）。学級担任が中心の場合には、教材の開発や準備な
どで学級担任にかかる負担がさらに増えるためだと考えられる。

また、英語教育に対する評価別に、教員の負担感の違いをみてみる。英語教育が「うまくいって

いる（とても＋まあ）」と回答している場合には、英語教育の担当教員が負担感を「感じている」

という回答は50.7％だが、「うまくいっていない（あまり＋まったく）」場合には59.7％であった（図
1-6-4）。英語教育を担当する教員の負担をいかに軽減していくかは、今後の重要な課題であろう。

図1-6-3 教員の負担感（中心となる指導者別）

図1-6-4 教員の負担感（英語教育に対する評価別）
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＊ 英語教育を「行っている」学校（3,292人）のみ対象。

＊「うまくいっている」は「総合的にみて、貴校の英語教育はうまくいっていると思いますか」の設問で、「とてもうまくいってい
る」「まあうまくいっている」と回答した場合。「うまくいっていない」は「あまりうまくいっていない」「まったくうまくいっ
ていない」と回答した場合。



（1）英語活動への積極性の高まり
もっとも多かったのは、「英語活動に対して積極的に取り組むようになった」という意見（366件）

である。英語活動に楽しんで参加すると同時に、ALTに任せきりにせず、教員自らが「教材研究を

行うようになった」「進んで研修などに参加するようになった」という声があがっている。

・英語活動の授業に対する不安がなくなった。
・教師も楽しもうとする気持ちが生まれた（しゃべれなくてもなんとかなる、英語活動は楽しい）
・苦手な先生方も抵抗感が少なくなり、前面に出て授業を実践することができるようになって
きた。

・英語指導の必要性を感じ教材研究を行う時間が増えた。
・教育課程作り（自主編成）の力がついてきた。

また、「教員全員で交流し、英語教育に取り組もうという協力体制ができてきた」「小・中学校教

員の連携が密になった」など、学年間における協力・学校全体での取り組みが前向きになっている

ところも多数あるようだ。

・研修の場でわからないことを率直に出し合い、次の方策を共に考えることができた（わから
ない、できなくて当たり前という雰囲気）。

・教材の開発や準備を協力して行うようになった。
・英語教育に対する関心が高まり、指導方法や教材等に関する話が話題にあがるようになった。

（2）ALTとの交流の増加
第二位は、「ALTとの交流に積極的になり、指導方法を学んでいる」（297件）という変化であった。

児童だけでなく、教員もALTとの交流にだんだん慣れていき、進んで話しかけるようになってい

ったようだ。

・以前と比べてALTと親しく話すようになった。
・外国人に対するトラウマが減った。話せなくてもなんとかなるという気楽な気持ちで積極性
が出てきた。

・ALTが来校した日は全員英語で話すようになった。
・学校にALTが来る日には、とても和やかで職員室の中も明るい雰囲気になる。5年位、ALTが
入っているため、職員もALTを自然に受け入れている。

・児童と同じで、外国人と接することに抵抗がなくなった。

さらに、ALTに慣れるにつれて打合せができるようになり、ALTだけでなくJTE（日本人英語教

師）を含む、外部の人材による授業の指導法から学んでいる教員が多数いることもうかがえた。

・ALTとのふれあい（打合せ）や、授業の構成等の教材研究が視野を広げ、子どもたちの意欲を高
める方向への授業開発への大きな刺激になっている。

・ALT、中学校英語教師のテンポのよい指導法によい影響を受け、授業改善の一方向を見出して
いた。

・アイデア豊かなALTのテクニックに指導法を感化される。

しかし、他方で「ALTの方が熱心で、様々な教材教具を工夫して作成し活用してくださいました。
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2. 教員の変化（自由記述分析含む）
教員によい変化が「あった」という回答は3割強だった。英語教育に対する積極性が増す
だけでなく、他教科へもよい効果があるようだ。

英語教育を行うことで、貴校の先生方によい変化はありましたか。

図1-6-5 教員の変化

どのような変化があったか具体的にご記入ください。

図1-6-6 英語教育を行うことで教員に見られたよい変化
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英語教育を行うことで、教員によい変化があったかをたずねたところ、図1-6-5のように、よい
変化が「あった（とても＋まあ）」という回答は34.3％だった。

それでは、どのような変化があったのだろうか。次に、その変化について具体的に答えてもらっ

た自由記述についてみてみよう。

＊教員に（よい変化が）「とてもあった」あるいは「まああった」と回答があった1,128件中、1,117件の自由記述意見を分類した。
意見の抽出は、1人分の意見でも内容的に複数に分かれるものは分解して分類して行った。そのため、意見数は自由記述回答人
数よりも多くなっていることを記しておく。

とてもあった まああった あまりなかった まったくなかった 

32.9

1.4 1.4

59.7
無答不明 
4.6

（％） 

＊英語教育を「行っている」学校（3,292人）のみ対象。



第1章第7節2.の児童の変化の自由記述での分析でも、児童がクラスメイトの新たな面を発見し、

交友関係が深まったという意見が見られたが、教員にとっても英語活動は児童の新たな一面を発見

するよい機会となったようだ。

さらに、他教科とは違った形態の英語活動は、教員の児童に対する認識だけでなく、教員の指導

方法やスタイルの変化ももたらしていた。「英語の指導法が少しずつであるが、わかってきた」、「英

語活動の指導力がそれなりに向上した」というように、英語活動での指導力の向上はもちろん、教

科指導ではあまり行われない「児童主体の授業形態」を経験したり、「教材研究が充実」したりしたこ

とで、英語活動だけでなく、他教科でも「指導力が増した・指導方法が多様になった」（67件）という。

具体的には、

・英語指導にかかわらず、授業構成をどう図っていくかといった基本的指導法の研究を進めるこ
とができた。

・ほめる大切さを知った。
・保護者と連携して授業を作り上げようとする姿勢（が見られた）。

といった意見があげられていた。

（6）「その他」に分類された意見
「その他」に分類された変化の記述は実に多様であった。「コミュニケーションと、国際理解教育

について、考える機会となっている」「相手とのコミュニケーションの取り方について、考える機

会になった」といった大きな枠から、「子どもが知らない言語を媒介して、コミュニケーションを行

う機会を得ることで、教室のコミュニケーションについて考えることができた」というように、教

室内での指導や交流を省みる意見がみられたほか、

・帰国子女の対応が積極的になった。
・先生方の日々の授業が明るくなった（会話を通してやっているため）。
・英語の話題が職員室で出るようになり、明るい雰囲気になった。

など、指導全般、学校全体に関わる変化があげられていた。また、英語活動を取り入れたことで、

・地域から「英語ばかりに力を入れて…」と言われないように、国語の学習にも力を入れている。
・中学校の英語学習へのギャップを感じさせないように、小学校ではどんな英語活動にしたらよ
いか考える機会となっている。

というように、他教科や先の学習を見据えて指導を見直す機会となっていることもうかがえた。

最後に、厳密にいえば「よい変化」ではないが、複数見られた意見の中に、「ALTのあまり上手でな

い指導を見て、自分がやる場合の参考にしている」「今年度は非常によいが、一年一年ALTは変わ

るので、当たりはずれがある」というものがあった。先述したALTによるばらつきを懸念する声と

合わせて、小学校に派遣されるALTの質をどう維持するかが今後の大きな課題の一つであるとい

えよう。

以上、ここまで英語活動を行うことで教員に起こったよい変化を追ってきた。上で述べた以上に

今後の課題は山積みだが、「やるならしっかりやらなければ」という意識が、教員の積極性や指導力

の向上を支えているようだ。多忙な小学校現場で、英語活動がこのように熱心に取り組まれている

ことは特筆すべきであるといえよう。
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人としての魅力も大きく、日本語もお上手でした。（中略）やはり、そのALT自身の人柄、力量が

大きく影響します」というように、来校するALTによるばらつきを懸念する意見も複数見られた。

（3）英語に対する抵抗感の減少
さらに、英語活動や、ALTをはじめとする外国人に慣れていくことに関連して、教員自身が「英

語に対する抵抗感が薄れてきた・英語力およびコミュニケーション能力が向上した」という意見も

ほぼ同数（295件）あがっていた。

・英語を話すことに対するコンプレックスが少しやわらいできている。
・英語に対する“恐怖感”がなくなってきた。使ってみようとする教員が増加してきた。
・英語でコミュニケーションしようと、一生懸命取り組み、英語でなんとかコミュニケーショ
ンしている。

・自己表現能力が高まった（というより、自己を開放しないと指導が成り立たないという認識）。
・英語力が向上した。

教員も、児童とともに英語活動に参加する中で、英語への苦手意識が減り、英会話を嫌がらな

くなったようだ。また、指導において必要性を感じたり、興味が増したりしたことで「個人的に英

語を勉強しはじめた」り、「英語・英会話を学習しなおそうと心がける」教員も少なくないようだっ

た。

（4）英語教育への認識の高まり
また、具体的な取り組みは書かれていないが、「英語活動（または英語教育）への関心・必要性の

認識が高まった」という意見が117件集められた。

・英語教育の必要性について認識が深まった。
・ALTに任せっきりであるが、英語教育を小学校で実施することの意義・大切さについて意識が
高まってきている。

・児童の楽しい様子などを見て、英語教育について興味・関心をもつ。
・英語を話す力の必要性を感じた。

こうした意識の変化は、第1章第7節2.の数量分析および自由記述分析でみられるような、児童

が楽しそうに英語活動に取り組み、他教科や他の場面でもよい変化をしたことで起こったのでは

ないかと考えられる。

（5）新たな指導方法や児童の一面の発見
加えて、数は比較的少ないが、「普段は見られない子どもたちの一面」や「積極的な面」を発見す

ることができた、という意見も複数寄せられた（「児童をより多面的に見られるようになった」（30

件））。

・他の教科指導の際には表れないような、児童の生き生きとした活動場面（一面）を見つけること
ができた。

・英語活動の中でふだんと違う児童のよい面を発見することができ、それを今後の指導に生か
そうとする思いを感じたり、自分の授業に対する刺激となったりしている。

・子どもたちを客観的に見ることができるようになった。
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教員の間では、英語教育のことが話題にのぼることはどのくらいあるのだろうか。使いやすい教

材や授業の進め方、カリキュラム、研修など、教員間でのコミュニケーションの中から得る情報も

多いだろう。

全体の結果を示したものが、図1-6-7である。これによると、英語教育について話題になること
が「ある（よく＋ときどき、以下同様）」と回答したのは42.9％、「ない（あまり＋まったく）」と回答し

たのは55.4％で、話題にのぼることはないという回答のほうが多かった。

次に、高学年の年間時数別に示したものが図1-6-8である。これをみると明らかなように、年間
時数が「0～5時間未満」では「ある」という回答は2割に満たないが、時数が多くなるにつれて増加

し、「35時間以上」の場合だと、7割近くが「ある」と回答している。年間時数が多いほど、話題にす

る必然性が増しているということだろう。

さらに、中心となる指導者別にもみたところ、「学級担任」が中心の場合、話題にのぼることが

「ある」割合は56.5％だが、「外国語指導助手（ALT、AETなど）」が中心の場合には、36.8％にとどま

る（図1-6-9）。「外国語指導助手」が指導の中心の場合、必要性の点からいっても、教員の間では話
題にのぼりにくいということがあると推察される。

図1-6-9 英語教育に関する会話の有無（中心となる指導者別）
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無答不明 
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3. 英語教育に関する会話の有無
教員同士の会話の中で英語教育について話題にのぼることが「ある」と回答した
割合は42.9％。一方、「ない」という回答は55.4％。また、英語教育の年間時数
が多くなると、話題にのぼる割合が顕著に高くなる。

貴校の先生同士の会話の中で、英語教育について話題になることがどのくらいありますか。

図1-6-7 英語教育に関する会話の有無

よくある ときどきある あまりない まったくない 

（％） 2.7
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図1-6-8 英語教育に関する会話の有無（高学年の年間時数別）
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無答不明 
2.6

＊ 英語教育を「行っている」学校（3,292人）のみ対象。


